
先
日
、
念
願
で
あ
っ
た
東
松
山
市
に
あ
る

原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
へ
出
か
け
た
。
都
幾

川
の
辺
に
建
て
ら
れ
た
佇
ま
い
に
原
爆
の
図

十
四
枚
を
始
め
、
沖
縄
・
水
俣
、
遠
く
南
京
、

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
を
題
材
に
し
た
絵
画
は
、

ど
の
描
写
も
違
わ
ず
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

も
っ
て
自
分
の
中
に
入
り
込
み
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
経
験
に
よ
っ
て
培
っ
て
き
た
自
己
の

想
像
力
を
粉
砕
す
る
迫
力
に
た
だ
呆
然
と
し

て
立
ち
止
ま
り
歩
み
出
せ
な
か
っ
た
。
テ
ー

マ
に
共
通
す
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
も
人
間

社
会
の
底
辺
に
、
為
政
者
や
強
者
の
身
勝
手

な
欲
望
と
詭
弁
、
暴
力
、
権
力
が
浸
潤
し
て
、

弱
者
と
呼
ば
れ
る
名
も
な
き
か
よ
わ
い
民
衆

を
犠
牲
に
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
自

然
発
生
的
な
災
害
等
で
な
く
間
違
い
な
く
人

為
的
な
歴
史
の
産
物
で
あ
る
。
平
和
と
幸
福

を
求
め
て
い
る
は
ず
の
人
間
の
営
み
が
こ
の

よ
う
な
惨
状
、
地
獄
を
生
み
出
し
て
い
る
の

が
よ
く
理
解
で
き
る
。
そ
の
矛
盾
と
不
条
理

が
独
特
な
洞
察
力
と
緻
密
な
表
現
力
に
よ
っ

て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
原
爆
に
つ
い
て

は
ど
れ
だ
け
ひ
ど
く
描
い
て
も
描
き
つ
く
せ

な
い
と
思
う
」
（
丸
木
位
里
）
そ
し
て
他
者

の
痛
み
に
近
づ
き
、
我
が
こ
と
と
し
て
捉
え
る
と
云
う
基
本

的
姿
勢
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
歴

史
的
現
実
が
惹
起
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
、
今
も
現
に

同
じ
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
絵
画
の

表
現
に
ど
れ
だ
け
自
己
自
身
を
肉
薄
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
ど
ん
な
時
代
に
生
れ
よ
う
と
も
、
差
別
と
殺
戮
は

止
む
こ
と
が
な
く
、
常
に
人
は
三
悪
道
に
堕
し
て
、
の
が
れ

が
た
き
身
で
あ
る
こ
と
を
、
正
確
に
認
知
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
の

涙
の
し
ず
く
に
洗
わ
れ
て

咲
き
出
づ
る
な
り

（
石
牟
礼
道
子
）

お
念
仏
は
平
常
心
だ
と
、
ま
た
、
お
念
仏
は
常
識
だ
と
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
達
の
言
葉
に
想
い
を
馳
せ
る
と
き
、
人

間
と
は
「
他
者
の
痛
み
を
知
っ
て
こ
そ
」
そ
ん
な
共
感
の
場

を
共
に
生
き
て
い
る
の
だ
と
い
う
感
覚
が
不
可
欠
の
よ
う
に

思
え
て
く
る
。
最
近
、
世
の
中
の
動
向
を
見
聞
す
る
に
つ
け

て
も
「
自
国
第
一
主
義
」
と
他
を
排
除
す
る
風
潮
が
広
っ
て

い
る
こ
と
は
理
解
で
き
ず
釈
然
と
し
な
い
。
さ
さ
や
か
な
運

命
を
共
に
生
き
て
い
る
者
と
し
て
、
人
間
と
し
て
持
っ
て
い

る
べ
き
心
「
共
感
の
場
」
を
回
復
し
て
、
そ
こ
に
帰
し
て
い

く
の
が
本
願
念
仏
の
道
で
あ
り
ま
し
ょ
う

神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー
は
や
が
て
発
足
三
年
を
迎
え
る
。

「
別
院
に
願
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
形
に
す
る
歩
み
」
は
、
ど

こ
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
代
社
会
に
問
わ
れ
て
く

る
課
題
に
応
え
る
べ
く
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。
「
元
気

の
出
る
寺
づ
く
り
講
座
」
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
「
公
開
講
演

会
」
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
は
い
か
に
・
・
・
・
振
り
返
っ

て
み
て
も
道
が
茫
々
と
し
て
い
る
。
「
こ
れ
か
ら
が
こ
れ
ま

で
を
決
め
る
」
こ
の
言
葉
は
実
に
重
た
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
。劫

濁
の
と
き
う
つ
る
に
は

有
情
よ
う
や
く
身
少
な
り

五
濁
悪
邪
ま
さ
る
ゆ
え

毒
蛇
悪
龍
の
ご
と
く
な
り

（
正
像
末
和
讃
）
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【
発
行
】
真
宗
大
谷
派

本
願
寺
横
浜
別
院

横
浜
市
港
南
区
日
野
一
ー
十
ー
八

TEL
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
三
四

FAX
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
二
八

（h
ttp://

w
w
w
.y
ok

o
h
a
m
a-

oota
n
i.co

m

）

〒234-0051

～
横
浜
別
院
だ
よ
り
～

雑

感

三輪
番

坂
田

智
亮

【 東京教区報恩講 団体参拝 】



今
年
よ
り
当
別
院
の
修
正
会
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

修
正
会
と
は
、
一
年
の
初
め
に
荘
厳
を
整
え
、
仏
恩

報
謝
の
思
い
を
も
っ
て
新
し

い
年
に
の
ぞ
む
仏
事
で
す
。

勤
行
と
年
頭
の
挨
拶
の
後
、

研
修
室
で
お
斎
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
事
は
門
徒

皆
さ
ん
が
黒
豆
な
ど
の
手

作
り
の
お
せ
ち
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
屠
蘇
を
い
た
だ
き
新
年

を
彩
る
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

毎
年
、
別
院
同
朋
の
会
を
中
心
に
東
京
教
区
報

恩
講
に
団
体
参
拝
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
十
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
テ
ー
マ
は

「
今
、
い
の
ち
が
あ
な
た
を
生
き
て
い
る
‐
凡
夫

の
身
に
立
ち
返
る
‐
」
で
し
た
。
午
前
は
、
中
根

信
雄
氏
の
法
話
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
サ
ン
ガ
９
に
よ
る

仏
教
讃
歌
の
合
唱
が
あ
り
、
そ
の
後
お
斎
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
結
願
日
中
法
要
が
勤
ま

り
、
大
き
な
声
で
正
信
偈
真
四
句
目
下
、
念
仏
讃

五
淘
が
真
宗
会
館
全
体
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
感
話
が
あ
り
、
ユ
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん
の

法
話
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
を
手
が
か
り
と
し
て

真
宗
の
教
え
を
聞
い
て
い
く
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
四
回
目
と
な
る
声
明
儀
式
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
鈴
木
友
好
師
（
本
山
・

堂
衆
）
で
、
講
題
は
昨
年
に
続
き
「
報
恩
講
の
儀

式
全
般
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
午
前
は
報
恩
講
に

つ
い
て
の
講
義
。
配
布
資
料
に
基
づ
き
、
法
要
次

第
、
荘
厳
、
華
束
、
御
仏
供
、
選
び
御
文
等
の
お

話
を
詳
し
く
頂
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
本
堂
に
お
い
て
、
実
践
形
式
の

出
退
作
法
等
の
確
認
を
行
な
い
ま
し
た
。

（
文
責
家
本
）

こ
の
度
、
当
別
院

責
任
役
員

加
納
靖
夫
氏
は
、

病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る
一
月
二
十
七
日
ご

命
終
（
七
十
七
才
）
さ
れ
ま
し
た
。

加
納
氏
は
二
〇
〇
五
年
五
月
よ
り
別
院
監
事
二

〇
一
一
年
よ
り
現
在
ま
で
責
任
役
員
の
重
責
を
担
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
二
〇
一
五
年
四

月
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法
要
、

記
念
事
業
、
神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー
開
所
な
ど
幾

多
の
事
業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、
親
鸞
聖

人
の
銅
像
を
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。
別
院
同
朋
会
で

は
、
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に
聞
法
、
奉
仕
活
動

等
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
「
責
任
役
員
加
納
靖
夫
を
偲
ぶ
会
」

が
別
院
本
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
遺
族
を
始
め
有
縁

の
方
々
四
十
名
程
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
加
納
氏
と

の
出
遇
い
に
想
い
を
馳
せ
て
、
厳
か
に
正
信
偈
の

お
勤
め
を
し
ま
し
た
。
輪
番
の
挨
拶
・
追
弔
の
言

葉
、
清
水
妙
子
さ
ん
の
弔
辞
が
あ
り
、
引
き
続
き

加
納
氏
の
お
兄
様
か
ら
お
言
葉
を
頂
き
、
参
加
者

一
同
生
前
の
遺
徳
を
偲
び
、
最
後
の
大
切
な
お
別

れ
を
し
ま
し
た
。

合

掌
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↑
講
義
の
様
子

本
堂
で
の
作
法
の
様
子
↑

修
正
会

厳
修
（
一
月
一
日
）

教
区
報
恩
講
団
体
（
一
月
二
十
八
日
）

加
納
靖
夫
責
任
役
員

ご
逝
去

二
〇
一
八
年
度
第
四
回

別
院
声
明
儀
式
研
修
会
（
一
月
二
十
一
日
）

【加納靖夫責任役員】

【
別
院
参
拝
が
あ
り
ま
し
た
】

横
浜
別
院
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
団
体
参
拝

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
二
月
一
日
に
は
「
岡

崎
教
区
第
五
組
ご
一
行
様
」
に
お
参
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
横
浜
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
拝
く
だ
さ
い
！



三
浦
組
で
は
毎
年
「
寺
子
屋
」
と
い
う
門
徒
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
二
月
五
日
、
今
年
度

第
一
回
目
が
横
須
賀
市
の
最
光
寺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
本
堂
い
っ
ぱ
い
の
五
十
名
を
越

え
て
い
ま
し
た
。

講
師
は
、
片
山
寛
隆
師
で
、
テ
ー
マ
は
「
念
仏

の
あ
る
生
活
～
教
え
に
出
遇
う
～
」
で
し
た
。
片

山
先
生
は
、
ま
ず
ご
本
尊
の
お
話
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
「
仏
さ
ま
の
こ
と
を
知
っ
て
る
つ
も
り
、

聞
い
て
い
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
、
仏
さ
ま
か

ら
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
と
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
仏
さ
ま
と
は
「
苦
悩
す
る
群
萌
を

救
う
」
の
で
あ
り
、
草
木
が
萌
え
る
よ
う
に
人
間

も
萌
え
て
い
る
こ
と
も
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
仏
さ
ん
の
仕
事
に
土
日
は
な
い
」
と
休

み
な
く
は
た
ら
い
て
お
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
姿
を

言
い
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
「
宗

教
と
は
自
分
の
夢
を
叶
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
夢
は
夢
で
あ

る
。
夢
か
ら
覚
め

よ
」
と
呼
び
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。次

回
の
第
２
回
、

第
３
回
と
寺
子
屋

は
続
き
ま
す
。

（
文
責
家
本
）

横
浜
組
門
徒
研
修
会
の
今
年
の
講
題
は
「
真
宗

の
救
い
‐
あ
な
た
は
本
当
に
救
わ
れ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
か
？
」
で
し
た
。
講
師
の
一
楽
真
師
は
、

「
仏
教
は
苦
し
み
か
ら
の
救
い
で
あ
り
、
解
脱
で

あ
る
」
と
始
め
に
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
「
仏
教
の

教
え
が
先
に
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
実
は
仏
教
は

人
間
の
苦
し
み
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

様
々
な
周
り
と
の
関
係
で
苦
し
み
が
生
ま
れ
、
つ

な
が
り
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
の
が
我
々
で
あ
る
。

科
学
技
術
や
医
療
が
進
歩
し
て
も
、
こ
の
苦
し
み

の
問
題
は
消
え
な
い
。
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し

た
。
一
楽
先
生
は
、
安
田
理
深
先
生
の
言
葉
を
引

用
さ
れ
、
「
仏
教
は
水
を
飲
む
よ
う
な
も
の
」
と

お
話
さ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
喉
が
渇
い
て
い
な

い
と
、
水
を
飲
ま
な
い
。
逆
に
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
だ

と
水
を
飲
ん
で
、
「
生
き
返
っ
た
」
と
思
う
は
ず

で
あ
る
。
そ
れ
に
、
コ
ッ

プ
に
入
っ
た
水
を
手
に
持
っ

て
眺
め
て
、
あ
れ
こ
れ
と

考
察
す
る
人
も
い
る
。
的

を
射
た
例
え
で
、
頷
か
さ

れ
ま
し
た
。
や
は
り
、
水

を
飲
む
こ
と
か
ら
始
ま
る

わ
け
で
、
真
宗
の
教
え
は

念
仏
申
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
わ
け
で
あ
る
。

（
文
責
家
本
）
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三
浦
組

二
〇
一
九
年
度
寺
子
屋

講
師

片
山
寛
隆
師
（
三
重
教
区
相
願
寺
住
職
）

『
神
奈
川
四
ヶ
組
行
事
予
定
表
』

《
横
浜
組
》

【
横
浜
組
門
徒
研
修
会
】

【
日
時
】
四
月
十
一
日(

木)

午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
武
田
定
光

師(

東
京
六
組
因
速
寺
住
職
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

【
横
浜
組
声
明
儀
式
研
修
会
】

【
日
時
】
五
月
二
十
日(

月)

午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
管
生
考
純

師(

京
都
教
区
光
明
寺
住
職
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

《
三
浦
組
》

【
二
〇
一
九
年
寺
子
屋
】

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
三
月
一
日
（
金
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
伊
東
恵
深

師

(

三
重
教
区
西
弘
寺
住
職
）

【
会
場
】
西
來
寺
（
横
須
賀
市
不
入
斗
町
三-

三
八
）

〔
第
三
回
〕

【
日
時
】
四
月
九
日
（
火
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
荒
山
信

師

(

名
古
屋
教
区
恵
林
寺
住
職
）

【
会
場
】
圓
照
寺
（
三
浦
市
三
崎
四-1-

九
）

↑
片
山
寛
隆

先
生

↑
一
楽
真

先
生

横
浜
組
浦

門
徒
研
修
会
（
二
月
十
五
日
）

講
師

一
楽

真

師
（
大
谷
大
学
教
授
）

【
神
奈
川
四
ヶ
組
（
横
浜
・
川
崎
・
三
浦
・
湘
南
）
の
う
ご
き
】



編
集
後
記

紙
面
で
お
伝
え
し
ま
し
た

と
お
り
、
加
納
靖
夫
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
私
が

別
院
に
着
任
し
ま
し
た
二
〇

〇
五
年
に
加
納
さ
ん
の
お
母

様
が
亡
く
な
ら
れ
、
そ
れ
を

ご
縁
と
し
て
大
変
親
し
く
お

付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
悲
し
い
思
い
は
理

屈
抜
き
に
悲
し
い
の
で
す
ね
。

さ
て
、
春
の
訪
れ
が
ま
も

な
く
や
っ
て
き
ま
す
。
な
ん

と
な
く
で
す
が
、
例
年
よ
り

は
寒
さ
が
き
び
し
く
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

四
月
か
ら
新
年
度
を
向
か

え
、
様
々
な
行
事
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
寺
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
特
に
用
事
が
な
く
て
も
、

ふ
ら
っ
と
お
い
で
い
た
だ
き
、

本
堂
で
お
参
り
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か

一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
何
か
動
き
と
し
て
始
め

て
い
き
た
い
で
す
。

（
家
本
）

２０１９年３月１日 ～いまひらく ありのままの わたし～ 第７６号
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定例法話 午後１時３０分より

３月９日(土)横浜組 智廣寺 橋本 正博 師

３月２８日(木)別院 輪 番 坂田 智亮 師

４月９日(火)湘南組 長徳寺 内藤 祥世 師

４月２８日(日)別院 輪 番 坂田 智亮 師

横浜別院同朋の会

４月１８日(木) 午後１時３０分より

参加者の皆様とテーマを決めて、座談を中心

に行います。お気軽にご参加下さい。

※３月１８日の同朋の会は休みです。

ウクライナの歌姫
ナターシャ・グジーコンサート

【水晶の歌声とバンドゥーラの可憐な響き】

４月１４日（日）
午後5時～6時（受付4時３０分より）

【メッセージ】私の人生にはいつも音楽がありました。

つらいとき、悲しいときも音楽が私を元気づけてくれ

ました。そこに希望と、明日へ向かう勇気が生まれ、

私は一日一日と人生を重ねてきました。そしていつも、

聴く人のこころに響く歌と演奏をお届けてできたらと

願っています。

【会場】本願寺横浜別院・神奈川教化センター

【参加費】大人1,500円、小学生以下無料

※当日受付となります。直接会場へＧＯ！

― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2019年3月～4月

春季彼岸会法要 午後１時３０分より

３月２０日（水）・２１日（木・祝）

【法話】近藤 龍麿 師

(岐阜教区第11組廣専寺住職）

お彼岸は、浄土に還っていかれた亡き人
を偲ぶと共に、自分の生活を振り返る大

切な時です。

有縁の皆様におかれましては、ぜひご参

詣ください。

公開講演会
‐小さき声のカノン上映＆監督トーク

鎌仲ひとみ監督来たる！
３月１０日（日）
午後1時３０分～５時（受付１時より）

【上映】『小さき声のカノン-選択する人々』

＜内容＞福島原発事故から７年、日本でも被

ばくを軽減する新しいステージが始まった。

放射能についての危機感がしだいに薄れ、事
故の風化がささやかれる今だからこそ、誰も

が観るべきドキュメンタリー映画。

【会場】本願寺横浜別院・神奈川教化センター

【参加費】大人1,000円、高校生以下500円
上映後、鎌仲ひとみ監督のトークを行います

※当日受付となります。直接会場へ。

～どなたもご自由にお参りください～


